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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 20日 (2005.6.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 周 面 に 複 列 の 外 輪 軌 道 を 有 す る 外 輪 と 、 外 周 面 に 複 列 の 内 輪 軌 道 を 有 す る 内 輪 と 、 こ
れ ら 各 外 輪 軌 道 と 各 内 輪 軌 道 と の 間 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 転 動 自 在 に 設 け ら れ た 玉 と 、 こ
れ ら 各 玉 を そ れ ぞ れ の 玉 列 毎 に 転 動 自 在 に 保 持 す る １ 対 の 保 持 器 と 、 上 記 外 輪 の 内 周 面 両
端 部 と 上 記 内 輪 の 外 周 面 両 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 こ れ ら 外 輪 の 内 周 面 と 内 輪 の 外 周 面 と
の 間 に 存 在 し 上 記 各 玉 を 設 置 し た 空 間 の 軸 方 向 両 端 開 口 部 を 塞 ぐ １ 対 の シ ー ル 板 と 、 こ の
空 間 内 で こ れ ら 両 シ ー ル 板 同 士 の 間 部 分 に 封 入 し た グ リ ー ス と を 備 え た 複 列 玉 軸 受 に よ り
、 固 定 の 部 分 の 周 囲 に プ ー リ を 回 転 自 在 に 支 持 す る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に 於 い て 、 上 記

上 記 複 列 玉 軸 受 を 構 成 す る 一 方 の 玉 列
と 他 方 の 玉 列 と の 各 玉 同 士 の 上 記 外 輪 及 び 内 輪 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を Ｓ と し 、 上 記
各 シ ー ル 板 の う ち の 一 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 一 方 の 玉 列 の 各
玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ａ と し 、 同 じ く 他 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側
面 に 対 向 す る 上 記 他 方 の 玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ｂ と し 、 上 記 各 玉
の 外 径 を Ｄ と し た 場 合 に 、 事 を 特 徴 と す る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 、 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に 於 い て は 、 上 記

上 記 複 列 玉 軸 受 を 構 成 す る 一 方 の 玉 列 と 他 方 の 玉 列 と の 各 玉 同 士
の 、 上 記 外 輪 及 び 内 輪 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を Ｓ と し 、 上 記 各 シ ー ル 板 の う ち の 一 方

プ ー リ と 共 に 回 転 す る 上 記 外 輪 に 上 記 各 シ ー ル 板 が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ ら 各 シ ー ル 板 を
構 成 す る シ ー ル リ ッ プ が 上 記 内 輪 に 摺 接 し て お り 、

ａ ≧ ｂ ＞ Ｓ と し た

プ ー リ と 共 に 回 転 す る 上 記 外 輪
に 上 記 各 シ ー ル 板 が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ ら 各 シ ー ル 板 を 構 成 す る シ ー ル リ ッ プ が 上 記 内
輪 に 摺 接 し て い る 。 又 、



の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 一 方 の 玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す
る 最 短 距 離 を ａ と し 、 同 じ く 他 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 他 方 の
玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ｂ と し 、 上 記 各 玉 の 外 径 を Ｄ と し て い る 。
そ し て 、 こ の 場 合 に 、 ａ ≧ ｂ ＞ Ｓ 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ
） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ． ４ 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 作 用 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に よ れ ば 、 軸 方 向 寸 法 が 嵩 む 事 な く
、 複 列 玉 軸 受 か ら グ リ ー ス が 漏 れ る の を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 即 ち 、 シ ー ル 板 の 内 側 面 と
各 玉 と の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 ａ 、 ｂ を 、 各 玉 列 同 士 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 Ｓ よ り
も 大 き く す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー ル 板 の 内 側 面 と 各 玉 及 び 保 持 器 の 円 環 部 と に 囲 ま れ る 空
間 の 容 積 を 確 保 し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 上 記 保 持 器 の 円 環 部 の 軸 方 向 寸 法 （ 通 常 ０ ．
９ ～ １ ． ５ mm程 度 ） 、 並 び に 、 上 記 シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 保 持 器
の 側 面 と の 間 隔 （ グ リ ー ス の 剪 断 抵 抗 の 影 響 を 考 慮 す る と 、 ０ ． ５ mm程 度 以 上 ） を 十 分 に
確 保 し て 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 の 増 大 を 図 っ て い る 。 こ の 為
、 こ の シ ー ル 板 側 の 空 間 に グ リ ー ス が 移 動 し て も 、 シ ー ル リ ッ プ と シ ー ル 溝 と
の 摺 接 部 か ら グ リ ー ス を 漏 れ に く く で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 又 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ ） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ． ４ と す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー
ル 板 側 の 空 間 に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 保 持 器 や 各 玉 に よ り 取 り 込 み 易 く 。
、 こ の 空 間 に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 上 記 各 玉 と 外 輪 軌 道 及 び 内 輪 軌 道 と の 転 が り 接 触 部 に 送
り 込 み 易 く で き 、 グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 す る と 共 に 潤 滑 性 を 向 上 さ せ て 、 転 が り 接 触 部 の 耐
久 性 向 上 も 図 れ る 。 尚 、 上 記 距 離 ａ 、 ｂ と の 外 径 Ｄ と の 比 ａ ／ Ｄ 、 ｂ ／ Ｄ が ０ ． ４ を 超
え る 場 合 に は 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 各 玉 及 び 保 持 器 に よ り
取 り 込 み に く く な り 、 上 記 転 が り 接 触 部 の 潤 滑 を 図 り に く く な る 。 一 方 、 上 記 比 ａ ／ Ｄ 、
ｂ ／ Ｄ が ０ ． ２ 未 満 の 場 合 に は 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 が 少 な
く な り 、 グ リ ー ス 漏 れ が 生 じ 易 く な る 。
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と し て い る 。 又 、 必 要 に 応 じ て

（ 内 輪 の ）

必 要 に 応 じ て
で き る 即 ち

玉
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